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事業報告

（自冷和舞／月／日至令和
書

易年ｆ月』>,/日）

医療法人の概要

(1)名称

１

医療法人繊認急
①口財団唾z社団（口出資持分なし口出資持分あり）
②口社会医療法人口特定医療法人口出資額限度法人
□その他

③口基金制度採用口基金制度不採用
注)①から③のそれぞれの項目（③は社団のみ｡）について､該当する欄
の□を塗りつぶすこと。（会計年度内に変更があった場合は変更後｡）

注,雛懇1撫鶏新縦た碑務所欄
すること。

昭和翻｡令和多年餌〆日
昭和･毎ﾖ秒令和歩年〆２Ｈｚﾌ／日

(2)事務所の所在地

(3)設立認可年月日

(4)設立登記年月日

5）役員及び評議員

ロー－

注）１．「社会医療法人、特定医療法人及び医療法第４２条の３第１項の認定を受けた医療法人」

（

理事長

注）１．「社会医療法人、特定医療法人及び医療法第４２条の３第１項の認定を受けた医療法人」
Ｉ－－

ロ

以外の医療法人は、記載しなくても差し支えないこと。

2．理事の備考桶に、当該医療法人の開設する病院、診療所､介護老人保健施設又は介護医療
院（医療法第４２条の指定管理者として管理する病院等を含む｡）の管理者であることを記
載すること。（医療法第４６条の５第６項参照）
3．評議員の備考欄に、評議員の選任理由を記載すること。（医療法第４６条の４第１項参照）
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5） 樗昌及び評議員 １
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２事業の概要

（１）本来業務（開設する病院、診療所、介護老人保健施設又は介護医療院（医療法第４２条の指定

管理者として管理する病院等を含む｡）の業務）

種 施設の名称

類
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許可病床数

般病床

床

療養病床

床

Ｉ医療保険

床｝

｛介護保険

床｝

精神病床

床

感染症病床

床

結核病床

床

般病床

床

療養病床

床

｛医療保険

床｝

［介護保険
夕

床｝

入所定員

名

通所定員

名

入所定員

名

通所定員

名

注)１．地方自治法第２４４条の２第３項に規定する指定管理者として管理する施設については、

その旨を施設の名称の下に【】書で記載すること。
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注）

、

2．療養病床に介護保険適用病床がある場合は、医療保険適用病床と介護保険適用病床のそれ
ぞれについて内訳を｛］書で記載すること。

3．介護老人保健施設又は介護医療院の許可病床数の欄は、入所定員及び通所定員を記載する
こと。

附帯業務(医療法人が行う医療法第４２条各号に掲げる業翻

種類又は事業名 実施場所 備 考

地方公共団体から委託を受けて管理する施設については､その旨を施設の名称の下に【】
書で記載すること。

(3)収益業務（社会医療法人又は医療法第４２条の３第１項の認定を受けた医療法人が行うことが0

~7窓＝ヱヨ瑳勇崖､．

種 類 実施場所 備考

●P

(4)

０６

当該会計年度内に社員総会又は評議員会で議決又は同意した事項

令和妻年ア月３/日令和／も壷垂蕊雪
令和年月日定款の変更

令和年月日社員の入社及び除名
令和年月日理事、監事の選任、辞任の承認

令和皇年ず月うノ日制３年度の事業計画及び収支予算の決定
令和年度の借入金額の最高限度額の決定
、医療機関債の発行（購入）の決定

注）.(5)、(6)については、医療機関債を発行又は購入する医療法人が記載し、(7)以下については､病
:ノ院、介護老人保健施設又は介護医療院を開設する医療法人が記載し、診療所のみを開設する医療法
人は記載しなくても差し支えないこと。

(5)当該会計年度内に発行した医療機関債

注）医療機関債の発行総額、申込単位、申込期間、利率、払込期日、資金使途､償還の方法及
び期限を記載すること。なお、発行要項の写しの添付に代えても差し支えない。
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(単位：千円）
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単位：千円
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(注）財産目録の価額は、貸借対照表の価額と一致すること。

・0

土地及び建物について、該当する欄の□を塗りつぶすこと。
土地（口法人所有口賃借口部分的に法人所有(部分的に賃借)）
窪物而珪Ａ所右ｎ昏借口部分的に法人所有(部分的に賃借)）

区 分 金額
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※医療法人整理番号



(単位：千円）
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削除すること。

窪息専vt7

畜産の首､

科目 金額

負憤ａ

科目

部

金額

Ｉ流動負債

Ⅱ固定負債

(うち医療機関債）

伽
嚇
Ｉ
Ｉ

負債・合計
一一一一一一壷-審

-Ｊ--4-皇型学二一
窟の部

科目 金 一一額～

１基金

１１積 立金

(うち代替基金）

Ⅲ評価・換算差額等
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損益計算書

(自令和２年６月１日至令和う年ケ月３１日）

様式４－２

(単位：千円）
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2．表中の科目について、不要な科目は削除しても差し支えないこと。

(注）１．利益がマイナスとなる場合には、

訂寮厚端γ鼻､!｡‘．ｘ琴人pw,干蒜小
城施拭璃警と仰洲・
芳叶ﾇ注､榊1皇）いと祁璽T』､１１座開き称

｢利益」を「損失」と表示すること。

科 目 金額

事業損益

Ａ本来業務事業損益．

１事業収益

２ 事，業費用

本来業務事業利益

Ｂ附帯業務事業損益

１事業収益

２事業５２用

附帯業務事業利益

１１事業外収益

Ⅲ事業外費用

事業利益

経常利益
Ｒ

■

Ⅳ特別利益

Ｖ特別損失

●

､

I■

税 引前当期

法

純利益

人税等

当期純利益
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医療法人権回那艮
理事長山崎雅兆殿

岨

監事監査報 告 害

私(注')は､医療法人遡会の令和参会計年度(令和彦年多月／日から令和今年
報鎌曇/黒誤字業務及び財産の状況等について監査を行いました｡その結果につき以下のと鐙叱

り報告いたします。

監査の方法の概要

私たちは、理事会その他重要な会議に出席するほか、理事等からその職務の執行状況を聴取し、
重要な決裁書類等を閲覧し、本部及び主要な施設において業務及び財産の状況を調査し、事業報告
を求めました｡また､事業報告書並びに会計帳簿等の調査を行い､計算書類､すなわち財産目録、
貸借対照表及び損益計算書（注２）の監査を実施しました。

記

監査結果

(1)事業報告書は、法令及び定款（寄附行為）に従い、法人の状況を正しく示しているものと認めま
す。

(2)会計帳簿は、記載すべき事項を正しく記載し、上記の計算書類の記載と合致しているものと認め
ます。

(3)計算書類は、法令及び定款（寄附行為）に従い、損益及び財産の状況を正しく示しているものと
認めます｡．、

(4)理事の職務執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款（寄附行為）に違反する重大な事実は
認められません。

令和医蕊葱周ﾉゾ目
監事

ノJ,１J謬禰'箇膜

(注１）監査人が複数の場合には、「私たち」とする。
(注２）関係事業者との取引がある医療法人については、「財産目録、貸借対照表、損益計算書及び関
係事業者との取引の状況に関する報告書」とし、社会医療法人債を発行する医療法人について
は、「財産目録、貸‘借対照表、損益計算書、純資産変動計算書、キャッシュ．フロー計算書及び
附属明細表」とする。


